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ごあいさつ

　株主のみなさまにおかれましては、日頃より格別のご高配を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　昨年９月に社長に就任してから１年が経過しようとしております。本年
度を振り返りますと、緩やかな景気の回復とともに海上コンテナの取扱量
も増加傾向となり、国・富山県の岸壁延長とヤード拡張に併せて、富山新
港多目的国際ターミナルに当社２基目となるトランスファークレーンを導
入いたしました。
　また、50年余り営業をしておりました高岡駅前のデュオビルを解体し、
高岡看護専門学校、高岡市医師会が入る複合ビル「ソラエ高岡」が完成
し、当社も１階の商業テナント区画の一部を取得いたしました。
　その他では、６月に当社硬式野球部が、第88回都市対抗野球第二次予選
北信越地区大会で優勝し、全国大会への出場を決めるなど明るい話題が多
い１年でありました。
　今後も当社は「内和外信」の社訓のもと、海、陸、空に広がる国際複合
一貫輸送体制を充実させ、総合物流企業として荷主、船社の皆様のニーズ
に的確にお応えするとともに、環日本海交流の発展に向けて、コンテナ
船、大型客船、ＲＯ-ＲＯ船といった航路の開設に夢を描き、地域社会の
豊かな暮らしと明るい未来の実現に向かって前進を続けてまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、今後ともより
一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。

平成29年９月

代表取締役社長
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事 業 報 告

（平成28年７月１日から
平成29年６月30日まで）

　

１．企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過及び成果
　第100期通期（平成28年７月１日から平成29年６月30日まで）の事業の概況をご報告申
し上げます。
　当連結会計年度（平成28年７月１日から平成29年６月30日まで）におけるわが国経済
は、雇用と所得情勢が改善し、設備投資や輸出に持ち直しの動きがみられるなど景気は
緩やかな回復基調が続きました。
　このような事業環境のなか、当社企業グループは港湾貨物の集荷に向けて営業活動を
行う一方で、営業経費の圧縮に努めました。不動産事業においては、富山市内の賃貸物
件が寄与し、繊維製品製造事業については自動車向けの内装材の生産に持ち直しの動き
がみられました。また、その他事業では繊維製品卸売事業が堅調に推移しました。
　この結果、当連結会計年度の売上高は、134億１千９百万円（前年同期比２億２千６百
万円、1.7％の増収）、営業利益は売上原価の減少により７億６千９百万円（前年同期比
２億４百万円、36.2％の増益）、経常利益は持分法による投資損失の減少により６億８千
８百万円（前年同期比５億６千９百万円、482.6％の増益）、親会社株主に帰属する当期
純利益は３億６千６百万円（前年同期比３億２千４百万円、764.1％の増益）となりまし
た。

　事業セグメント別の業績は次のとおりです。
　

なお、当連結会計年度より、セグメントの区分を変更しており、以下の前連結会計年
度比較については、前連結会計年度の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値
で比較しております。

[港運事業]
　港運事業の売上は、海上コンテナの取扱いが減少したものの、原料の輸入、ロシア向
け自動車の取扱いが増加し、89億５千４百万円（前年同期比２億６百万円、2.4％増）、
セグメント利益は８億５千７百万円（前年同期比１億５千２百万円、21.6％増）となり
ました。主な輸移入貨物は、ウッドチップ、石炭、コンテナ貨物、オイルコークス、工
業塩、原木・製材、アルミ地金、鋼材等であります。輸移出貨物は、コンテナ貨物、オ
イルコークスとロシア向け自動車であります。
　
[不動産事業]
　不動産事業の売上は、５億２千１百万円（前年同期比４千万円、8.5％増）、セグメン
ト利益は２億５千１百万円（前年同期比１百万円、0.5％増）となりました。これは富
山市内の賃貸物件の稼働に伴い賃貸収入が増加したものの、老朽化施設の修繕費が嵩ん
だためです。
　
[繊維製品製造事業]
　繊維製品製造事業の売上は、糸代を含む生機売上が減少し25億４千７百万円（前年同
期比８千万円、3.1％減）となりましたが、編加工賃売上が増加したため、セグメント
利益は４千７百万円（前年同期比４千１百万円、726.6％増）となりました。
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[その他事業]
　その他事業の売上は、14億３千７百万円（前年同期比４千４百万円、3.2％増）、セグ
メント利益は５千４百万円（前年同期比１千９百万円、55.5％増）となりました。これ
は主に繊維製品卸売事業の増収によるものです。
　

(2) セグメント別売上高

事 業 名

第99期
(平成28年６月期)

第100期(当期)
(平成29年６月期)

前期比増減

売上高
(百万円)

構成比
（％）

売上高
(百万円)

構成比
（％）

金 額
（百万円）

比 率
（％）

港 運 事 業 8,748 66.0 8,954 66.5 206 2.4

不 動 産 事 業 480 3.6 521 3.9 40 8.5

繊 維 製 品 製 造 事 業 2,628 19.8 2,547 18.9 △80 △3.1

そ の 他 事 業 1,393 10.6 1,437 10.7 44 3.2

事 業 間 取 引 消 去 △57 ― △41 ― 16 ―

計 13,192 100.0 13,419 100.0 226 1.7

(注) １．事業間取引消去により事業部門間の内部売上高を消去しています。
２．当連結会計年度より、従来のセグメント内容を見直し、「港運事業」「陸運事業」「倉庫事

業」「不動産貸付事業」「繊維製品製造事業」から、「港運事業」「不動産事業」「繊維製品製
造事業」に変更しております。なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更
後の区分方法により作成したものを記載しております。

　
(3) 設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資額は、建物及び構築物、機械装置及び運搬具等の購
入など、12億２千２百万円であります。

　
(4) 資金調達の状況
　当連結会計年度における資金調達について、特に記載すべき事項はありません。

　
(5) 対処すべき課題

① 当社は、対岸諸国（ロシア、中国、韓国）との貿易の拠点として、物流を通じ地域
の発展に貢献することを目指しております。
　上記課題の達成に向けて次のような具体的な取組みを行います。
(a) 物流のインフラ整備とノウハウの蓄積を図り、国際海上コンテナ貨物の新規貨物

の誘致及び定期航路の更なる拡充を図ります。
(b) 海外事務所を活用し、ロシア、中国との物流面で積極的な事業展開をいたします。

② 新規在来貨物の誘致については、伏木外港の活用を図り、積極的な営業展開を行い
ます。

③ 伏木外港と北海道苫小牧港とのＲＯＲＯ船の定期運航化を目指します。
④ グループ全体でのコンプライアンス及び環境意識の向上に努め、企業の社会的責任
を果たします。
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(6) 企業集団の財産及び損益の状況の推移
　

期 別

区 分

第97期

(平成26年６月期)

第98期

(平成27年６月期)

第99期

(平成28年６月期)

第100期(当期)

(平成29年６月期)

売 上 高（千円） 13,682,159 14,090,387 13,192,809 13,419,418

経 常 利 益（千円） 405,498 583,446 118,112 688,066

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

（千円） 200,793 323,772 42,458 366,884

１株当たり当期純利益 77円80銭 125円50銭 16円45銭 142円00銭

純 資 産（千円） 8,418,498 8,727,901 8,503,952 9,011,235

総 資 産（千円） 21,897,307 21,855,312 21,528,207 22,132,819

１ 株 当 た り 純 資 産 2,970円80銭 3,085円90銭 2,977円50銭 3,179円69銭
　

(注) 平成29年１月１日付で普通株式５株を１株に併合する株式併合を実施したため、第97期の期首
に当該株式併合が行なわれたと仮定し、１株当たり当期純利益および１株当たり純資産を算定
しております。

(7) 当社の財産及び損益の状況の推移
　

期 別

区 分

第97期

(平成26年６月期)

第98期

(平成27年６月期)

第99期

(平成28年６月期)

第100期(当期)

(平成29年６月期)

売 上 高（千円） 7,528,204 7,706,496 7,350,415 7,547,247

経 常 利 益（千円） 138,725 227,837 256,037 318,196

当期純利益または
当期純損失(△)

（千円） 55,437 93,987 △157,729 366,687

１株当たり当期純利益または
１株当たり当期純損失(△)

21円35銭 36円20銭 △60円75銭 141円22銭

純 資 産（千円） 6,035,487 6,070,352 5,607,050 6,088,080

総 資 産（千円） 11,711,916 11,685,386 11,277,990 11,534,206

１ 株 当 た り 純 資 産 2,323円35銭 2,337円05銭 2,159円11銭 2,344円85銭
　

(注) 平成29年１月１日付で普通株式５株を１株に併合する株式併合を実施したため、第97期の期首
に当該株式併合が行なわれたと仮定し、１株当たり当期純利益および１株当たり純資産を算定
しております。

(8) 主要な事業内容

事 業 区 分 主 要 な 内 容

港 運 事 業

伏木富山港における入出港船舶の荷役及び曳船作業、コンテナターミナル運
営及び沿岸作業等の海陸一貫作業、鉄道貨物の取扱積卸、貨物自動車による
輸送(港湾経由貨物、国内流通貨物、石油類、セメント類、飼料他）、輸出入
貨物等を保管する倉庫業、通関業、船舶代理店業、梱包業

不 動 産 事 業 不動産賃貸、駐車場経営、木造注文住宅の設計・施工

繊 維 製 品 製 造 事 業 自動車内装生地やスポーツ衣料など編地の開発・設計・生産

そ の 他 事 業 損害保険代理店業、旅行業、繊維製品卸売、油槽所構内作業
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(9) 事業所の所在地 （平成29年６月30日現在）
　

名 称 所 在 地

本 社 〒933-0104 富山県高岡市伏木湊町５番１号

富 山 新 港 支 店 〒934-0031 富山県射水市奈呉の江４番２

新 能 町 倉 庫 〒933-0008 富山県高岡市材木町717番１号

高 岡 貨 物 駅 営 業 所 〒933-0002 富山県高岡市吉久１丁目１番120号

富 山 港 事 務 所 〒931-8335 富山県富山市西宮町２番36 太平洋セメント㈱富山ＳＳ内

金 沢 事 務 所 〒920-0231 石川県金沢市大野町４丁目ソ10番２

東 京 事 務 所 〒100-0023 東京都中央区日本橋本町３丁目1番11号繊維会館８階801号室

ウラジオストク事務所 〒690090 ウラジオストク市ニジネポルトーバヤ通り１ 海の駅３階306号室

大 連 事 務 所 〒116001 大連市中山区祝賀街35号 錦聨大厦1710室

上 海 事 務 所 〒200001 上海市黄浦区九江路399号 華盛大厦1110A号室

　
(10) 従業員の状況 （平成29年６月30日現在）

① 企業集団の従業員の状況
　

区 分 従業員数（名） 前期末比増減（名）

港 運 事 業 480 20

不 動 産 事 業 11 8

繊 維 製 品 製 造 事 業 124 21

そ の 他 事 業 69 △19

全 社 （共 通） 18 0

合 計 702 30
　

(注) 従業員は就業人員であり、全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメント
に区分できない会社の管理部門に所属している従業員であります。

② 当社の従業員の状況
　

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

303名 △1名 39.0歳 17.0年
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(11) 重要な子会社及び関連会社の状況 （平成29年６月30日現在）
　

会 社 名
資 本 金
（千円）

議 決 権
所有比率
（％）

主要な事業内容

子会社

伏 木 貨 物 自 動 車 株 式 会 社 20,000 86.50 貨物自動車運送事業

北 陸 日 本 海 油 送 株 式 会 社 50,000
94.12
（5.08）

石油類運送事業

ＦＫＫエンジニアリング株式会社 30,000
90.00

（10.00）
油槽所の構内作業事業

富 山 太 平 洋 物 流 株 式 会 社 20,000 60.00 貨物自動車運送事業

ＦＫＫエアーサービス株式会社 50,000 100.00 旅行事業

高 岡 鉄 道 産 業 株 式 会 社 10,000 100.00 通運事業

チ ュ ー ゲ キ 株 式 会 社 272,563 71.66 不動産貸付、駐車場経営事業

山 口 株 式 会 社 32,000 71.66 繊維製品卸売事業

丸 共 シ ー ラ ン ド 株 式 会 社 70,000 93.08 港湾運送事業、船舶代理店事業

山 口 ニ ッ ト 株 式 会 社 300,000 65.19 繊維製品製造事業

大 洋 住 宅 株 式 会 社 40,000 71.66 木造住宅事業

関連会社

新 光 硝 子 工 業 株 式 会 社 50,000 20.00 ガラス加工事業

北 陸 海 事 株 式 会 社 10,000 20.00 曳船事業

日 本 海 産 業 株 式 会 社 13,000 25.00 貨物運送事業

株式会社伏木ポートサービス 29,000 28.00 貸切旅客自動車運送事業

新 湊 観 光 開 発 株 式 会 社 85,000
20.78
（1.30）

ホテル経営事業

氷 見 観 光 開 発 株 式 会 社 93,000
27.14
（2.41）

ゴルフ場経営事業

(注) １．議決権の所有比率の（ ）内は、間接所有を内数で記載しております。
２．重要な子会社でありましたＦＫＫサポート株式会社は、平成29年１月１日付で丸共シーラ

ンド株式会社に吸収合併されております。
３．平成29年３月２日付で、大洋住宅株式会社を連結子会社としております。なお、連結決算

におけるみなし取得日は、平成29年６月30日としております。
４．当連結会計年度において、吉久株式会社は株式交換に伴い当社の持分比率が低下したため、

持分法の適用の範囲から除外しております。
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(12) 主要な借入先の状況 （平成29年６月30日現在）
　

借 入 先 借入金残高（千円）

株 式 会 社 北 陸 銀 行 2,977,587

株 式 会 社 富 山 第 一 銀 行 1,218,816

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 1,035,655

株 式 会 社 富 山 銀 行 824,342

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 397,800

　

２．会社の株式に関する事項 （平成29年６月30日現在）

(1) 発行可能株式総数 4,800,000株

(2) 発行済株式の総数 2,615,400株(自己株式19,043株を含む)

(3) 株 主 数 864名

(4) 大 株 主
　

株 主 名 持株数 (千株) 持株比率 (％)

株 式 会 社 橘 海 運 207 7.98

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 191 7.36

株 式 会 社 北 陸 銀 行 128 4.94

夏 野 元 秀 110 4.24

橘 慶 一 郎 106 4.09

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 93 3.59

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 70 2.70

釣 谷 真 美 65 2.52

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 64 2.46

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 64 2.46

(注) １．持株数の千株未満及び持株比率の単位未満は切り捨てて表示しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

(5) その他株式に関する重要な事項
　平成29年１月１日付で単元株式を1,000株から100株に変更するとともに、普通株式５
株を１株とする株式併合を実施いたしました。同時に発行可能株式総数を24,000,000株
から4,800,000株に変更いたしました。
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３．会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等 （平成29年６月30日現在）

　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 川 西 邦 夫
北陸日本海油送株式会社代表取締役会長、ＦＫＫエンジニアリン

グ株式会社代表取締役会長、北陸海事株式会社代表取締役社長

代表取締役副社長 大 門 督 幸
伏木貨物自動車株式会社代表取締役社長、ＦＫＫエアーサービス

株式会社代表取締役社長、高岡鉄道産業株式会社代表取締役社長

代表取締役専務 浦 俊 夫
ＦＫＫエンジニアリング株式会社代表取締役社長、大洋住宅株式

会社代表取締役社長

常 務 取 締 役 河 俊 郎
山口ニット株式会社代表取締役社長、新湊観光開発株式会社代表

取締役社長、新港ビル株式会社代表取締役社長

取 締 役 久 保 啓 二 郎 営業部長

取 締 役 林 延 佳 総務部長

取 締 役 森 岡 実 富山新港支店長、富山太平洋物流株式会社代表取締役社長

取 締 役 太 田 好 昭 勤労安全部長

取 締 役 細 川 英 明 営業部長

取 締 役 四 柳 允 新港産業株式会社代表取締役社長、射水市議会議員

取 締 役 釣 谷 宏 行

株式会社ＣＫサンエツ代表取締役社長、シーケー金属株式会社代

表取締役社長、サンエツ金属株式会社代表取締役社長、株式会社

リケンＣＫＪＶ代表取締役社長、日本伸銅株式会社代表取締役会

長、株式会社宮入バルブ製作所社外監査役

取 締 役 夏 野 公 秀

射水運輸株式会社代表取締役社長、株式会社エコ・マインド代表

取締役社長、氷見土地開発株式会社代表取締役社長、射水建設興

業株式会社代表取締役社長

取 締 役 稲 垣 晴 彦
北陸コカ･コーラボトリング株式会社代表取締役社長、ＧＲＮホ

ールディングス株式会社代表取締役社長

取 締 役 粟 田 吉 弘

取 締 役 橘 奈 緒 美
タチバナアソシエイツ代表、ＤＨＲインターナショナル・ジャパ

ン株式会社マネージング・パートナー

常 任 監 査 役

( 常 勤 )
太 田 俊 之

監 査 役 中 村 正 治

サニーライブホールディングス株式会社代表取締役社長、南陽株

式会社代表取締役社長、吉久株式会社代表取締役社長、光陽興産

株式会社代表取締役会長、株式会社ウッディパーツ代表取締役会

長、株式会社ＢＥＳＳ北陸代表取締役社長、南陽オモビト株式会

社代表取締役社長、株式会社エコネクト物流代表取締役会長、光

陽電設株式会社代表取締役会長

監 査 役 坂 本 重 一
坂本重一税理士事務所所長、北陸電気工業株式会社社外取締役、

中村留精密工業株式会社社外監査役

(注) １．取締役四柳允、釣谷宏行、夏野公秀、稲垣晴彦、橘奈緒美の各氏は会社法第２条第15号に
定める社外取締役であります。

２．監査役中村正治氏及び坂本重一氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
３．監査役坂本重一氏は、税理士として、税務、財務及び会計に関する相当程度の知見を有す

るものであります。
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(2) 事業年度中に退任した取締役
　

退任時の地位 氏 名 退任時の担当及び重要な兼職の状況 退 任 日

代表取締役社長 針 山 健 二

北陸日本海油送株式会社代表取締役会長、新

湊観光開発株式会社代表取締役社長、新港ビ

ル株式会社代表取締役社長

平成28年９月27日

代表取締役副社長 矢 富 邦 昌

ＦＫＫエンジニアリング株式会社代表取締役

会長、ＦＫＫサポート株式会社代表取締役社

長、丸共シーランド株式会社代表取締役社長

平成28年９月27日

取 締 役 亀 田 儀 作 平成28年９月27日

(注) 代表取締役社長針山健二氏、代表取締役副社長矢富邦昌氏及び取締役亀田儀作氏は、任期満了
による退任であります。

(3) 取締役及び監査役に対する報酬等
　

区 分 支給人員 支 給 額

取 締 役
( う ち 社 外 取 締 役 )

18名
（６名）

83,821千円
（13,036千円）

監 査 役
( う ち 社 外 監 査 役 )

３名
（２名）

11,265千円
（2,220千円）

合 計
( う ち 社 外 役 員 )

21名
（８名）

95,086千円
（15,256千円）

(注) １．上記報酬等の額には、当事業年度に係る役員賞与が含まれております。
２．上記報酬等の額には、当事業年度中に計上した退職慰労引当金繰入額が含まれております。
３．上記報酬等のほか、平成28年９月27日開催の第99回定時株主総会に基づき支給された退職

慰労金（退任取締役２名36,100千円、退任社外取締役１名4,000千円）があります。なお、
この金額には過年度の事業報告にて開示した退職慰労引当金繰入額が含まれております。

(4) 社外役員に関する事項

主な活動状況及び重要な兼職の状況及び当社との関係

区 分 氏 名 主な活動状況
重要な兼職の状況
及び当社との関係

社外取締役 四 柳 允

当事業年度開催の取締役会７回の
うち６回に出席し、企業経営の見
地から議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

新港産業株式会社代表取締役社長、
射水市議会議員
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

社外取締役 釣 谷 宏 行

当事業年度開催の取締役会７回す
べてに出席し、企業経営の見地か
ら議案審議等に必要な発言を適宜
行っております。

株式会社ＣＫサンエツ代表取締役
社長、シーケー金属株式会社代表
取締役社長、サンエツ金属株式会
社代表取締役社長、株式会社リケ
ンＣＫＪＶ代表取締役社長
(上記重要な兼職先との間に商取引
があります。)
日本伸銅株式会社代表取締役会長、
株式会社宮入バルブ製作所社外監
査役
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)
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区 分 氏 名 主な活動状況
重要な兼職の状況
及び当社との関係

社外取締役 夏 野 公 秀

当事業年度開催の取締役会７回す
べてに出席し、企業経営の見地か
ら議案審議等に必要な発言を適宜
行っております。

射水運輸株式会社代表取締役社長
(上記重要な兼職先との間に商取引
があります。)
株式会社エコ・マインド代表取締
役社長、氷見土地開発株式会社代
表取締役社長、射水建設興業株式
会社代表取締役社長
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

社外取締役 稲 垣 晴 彦

当事業年度開催の取締役会７回の
うち５回に出席し、企業経営の見
地から議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

北陸コカ・コーラボトリング株式
会社代表取締役社長
(上記重要な兼職先との間に商取引
があります。)
ＧＲＮホールディングス株式会社
代表取締役社長
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

社外取締役 橘 奈 緒 美

当事業年度開催の取締役会７回の
うち６回に出席し、企業経営の見
地から議案審議等に必要な発言を
適宜行っております。

タチバナアソシエイツ代表、ＤＨ
Ｒインターナショナル・ジャパン
株式会社マネージング・パートナ
ー
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

社外監査役 中 村 正 治

当事業年度開催の取締役会７回の
うち６回に出席し、また監査役会
６回すべてに出席し、企業経営の
見地から議案審議等に必要な発言
を適宜行っております。

南陽株式会社代表取締役社長、吉
久株式会社代表取締役社長、光陽
興産株式会社代表取締役会長、株
式会社ウッディパーツ代表取締役
会長
(上記重要な兼職先との間に商取引
があります。）
サニーライブホールディングス株
式会社代表取締役社長、株式会社
ＢＥＳＳ北陸代表取締役社長、南
陽オモビト株式会社代表取締役社
長、株式会社エコネクト物流代表
取締役会長、光陽電設株式会社代
表取締役会長
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

社外監査役 坂 本 重 一

当事業年度開催の取締役会７回す
べてに出席し、また監査役会６回
すべてに出席し、税理士としての
専門的見地から議案審議等に必要
な発言を適宜行っております。

坂本重一税理士事務所所長
北陸電気工業株式会社社外取締役、
中村留精密工業株式会社社外監査
役
(上記重要な兼職先との間に特段の
取引関係等はありません。)

　

(注) 社外取締役四柳允氏と釣谷宏行氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同
取引所に届け出ております。

　

(5) 責任限定契約に関する事項
　定款には責任限定契約を締結することができる規定はありますが、個々の取締役
（業務執行取締役等を除く。）及び監査役との締結はしておりません。
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４．会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

太陽有限責任監査法人
　

(2) 会計監査人に対する報酬等の額
① 当社が会計監査人に支払うべき報酬等の額 19,500千円
② 当社及び当社の子会社等が会計監査人に支払うべき

報酬等の合計額
19,500千円

　

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基
づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額はこ
れらの合計額で記載しております。

２．当社監査役会は、会計監査人が提出した監査計画の妥当性や適正性等を確認し、監査時間
及び報酬単価といった算出根拠や算定内容を精査した結果、当該報酬は適切であると判断
し、報酬等に同意しております。

　

(3) 非監査業務の内容
該当する事項はありません。

　

(4) 当社の会計監査人以外の公認会計士等による子会社の監査状況
該当する事項はありません。

　

(5) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認めら
れる場合は、監査役全員の合意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いたします。こ
の場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、
会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。また 、監査役会は、会計監査
人の職務の執行状況等を総合的に勘案し、必要と判断した場合は、会計監査人の解任ま
たは不再任を株主総会の議案とします。

　

５．業務の適正を確保するための体制及び運用状況
＜決議の内容の概要＞

当社は、会社法および会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」
について取締役会において決議しております。その内容は、以下のとおりであります。

　

(1) 当社及び当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制

① 取締役及び使用人の責任の明確化、権限行使の適正化を図る。ならびに違反・不正
行為の未然防止、再発防止を徹底する。そのための社内規定の整備、資料の配布その
他の啓蒙活動を実施し、役員、従業員における法令等・企業倫理 (コンプライアンス）
遵守に対する意識の醸成を図る。

② 内部監査については、内部統制委員会を設置し業務の有効性と効率性、財務報告の
信頼性、法令の遵守、資産の保全など内部管理の主要目的の達成状況を客観的、総合
的に評価するとともに、問題解決のための助言・指導・是正勧告を実施するものとす
る。また、内部統制委員会は、必要に応じ、監査役及び会計監査人と意見・情報交換
を行うこととする。

③ 経営に係る法律上の諸問題については顧問弁護士から専門的なアドバイスを受ける
体制をとることとする。
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(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務執行に係る情報については、「文書保存規程」に基づき、適切かつ確実に
検索が容易な状態で保存・管理するとともに、情報種別に応じて適切な保存期間を定め、
期間中は取締役及び監査役が常時閲覧できるものとする。

　
(3) 当社及び当社グループの損失の危険の管理に関する規定その他の体制
　会社の損失の危険については、それぞれの担当部署において、必要に応じ、規則・ガ
イドラインの制定、研修の実施、マニュアルの作成・配布を行う体制とする。重大事態
発生時においては、損害・損失等を抑制するための具体策を迅速に決定・実行する組織
として、社長を本部長とする危機対策本部を設置し、適切に対応する。

　
(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、会
社の経営方針及び経営戦略に係る重要方針については常務会及び取締役会で決議した経
営基本方針に基づき全般的執行方針を確立する。常勤役員及び部長以上で構成する幹部
会議を月１回以上開催し、業務上の重要事項を協議決定、実施する。

　
(5) 企業集団における適切な管理体制を確保するための体制

① グループ会社を管理する部署には担当役員を配置し、業務の状況は、定期的に取締
役会に報告することとする。

② グループ会社はすべて取締役会設置会社とし、当社の役職員が取締役として就任し、
業務の適正を監視出来る体制とする。グループ会社において、法令違反その他コンプ
ライアンスに関する重要な事実を発見した場合には、内部統制委員会に報告するもの
とする。内部統制委員会は監査役と情報を共有し、当該グループ会社に対し、改善等
の指導・助言を行うものとする。

③ 損失の危険の管理に関する規程とその他の体制
当社は、「リスク管理規程」を制定し、当社グループの各部門と役員及び従業員全員
が、本規程に従い、全社的リスク管理を徹底する。当社グループを取り巻くリスクに
迅速かつ的確に対応することが、当社グループの存続・発展に不可欠であり、リスク
の未然防止、またはリスク発生時の利害関係者の利益喪失及び企業経営への影響度の
最小化を図ることを基本とする。当社グループのリスクマネジメント体制は、最高責
任者の社長の下、「幹部会議」において検討する体制とする。

　
(6) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用

人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
① 監査役の職務を補助すべき使用人については、その必要が生じた場合に監査役の求
めに応じて配置することとする。

② 当該使用人の任命・異動等人事権に係る事項の決定には、監査役の同意を得ること
とし、取締役からの独立性が確保出来る体制とする。

　
(7) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制
　取締役及び使用人は、会社の業務または業績に影響を与える重要な事項、法令違反そ
の他のコンプライアンス上の問題について監査役に報告するものとする。また監査役は
いつでも必要に応じて、取締役及び使用人に対して報告を求めることが出来ることとす
る。
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(8) 上記７号の報告をした者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受けな
いことを確保するための体制

① 内部通報制度を主管する勤労安全部は、当社グループの役員及び従業員からの内部
通報の状況について、定期的に当社監査役に対して報告するものとする。

② 当社は、内部通報制度の利用を含む監査役への報告を行った当社グループの役員及
び従業員に対して、当該報告をしたことを理由とする不利な取扱いを行うことを禁止
し、その旨を当社グループの役員及び従業員に周知徹底する。

　
(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 監査役は内部統制委員会と情報を共有し、取締役及び使用人の業務の適法性・妥当
性につき報告を受ける体制とする。

② 監査役は取締役会に出席するほか、幹部会議その他重要な会議に出席することが出
来るとともに、重要な決議書類等の閲覧、業務・財産状況の調査等を行うことが出来
ることとする。当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し費用の前払い
等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用または債務
が当該監査役の職務の執行に必要でないとみとめられた場合を除き、速やかに当該費
用または債務を処理するものとする。

　
＜業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要＞

当社では、上記体制に基づき、次のとおり運用しております。
　
(1) コンプライアンスに関する取組み

　コンプライアンスに係る教育は、定期的に総務部より発信しており、基本的事項の再
確認や事例研究などの案内を実施し、コンプライアンス意識の向上を図っております。
コンプライアンス上の疑義における対策の検討・決議、コンプライアンスに関する取り
組み全般についての企画立案は、幹部会議や内部統制委員会にて実施しております。
　また、当社は内部通報窓口を設置しており、コンプライアンスの実効性の向上に努め
ております。

(2) リスク管理体制の強化
　当社及びグループ各社のリスクについては、幹部会議、常務会を通じ、定期的にリス
ク管理状況を把握し取締役に報告しております。また、与信管理規程により、与信の調
査及び管理についての運用体制の強化を図っております。

(3) 業務執行の適正性や効率性の向上
　取締役会の専決事項を除く経営上の重要事項については、「常務会規程」に基づき常務
会において決議を行い、意思決定の迅速化を図っております。また、取締役会など会議
体の議案については、幹部会議を通じて可能な限り事前提供を徹底するなど、業務執行
の適正性や効率性の向上に努めております。

(4) 当社グループにおける業務の適正の確保
　グループ各社への取締役及び監査役の派遣・株主権の行使、内部監査部門による内部
監査の実施、「子会社管理規程」等により、グループ各社の業務の適正の確保に努めてお
ります。
　また、当社及びグループ各社における取締役会の十分な監視・監督機能の発揮のため、
社外取締役を選任し、ガバナンスの強化に努めております。

宝印刷株式会社 2017年08月21日 18時24分 $FOLDER; 14ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

― 13 ―

(5) 監査役の監査が実効的に行われることの確保等
　取締役が決裁した社内稟議書を総務部が定期的に監査役に提出し、監査役による日常
業務の執行状況の閲覧を行っております。また、監査役が毎回幹部会議に出席し、取締
役から情報提供を受けることで監査の実効性の向上に努めております。

　

６．会社の支配に関する基本方針
当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針

については、特に定めておりません。
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連 結 貸 借 対 照 表
(平成29年６月30日現在)

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 5,261,408 流 動 負 債 5,626,311

現 金 及 び 預 金 2,184,461 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,131,582

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 2,365,544 短 期 借 入 金 968,000

商 品 及 び 製 品 136,396 １年内返済予定長期借入金 2,310,392

仕 掛 品 85,538 １ 年 内 償 還 予 定 社 債 125,000

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 117,391 未 払 金 83,523

繰 延 税 金 資 産 75,300 未 払 法 人 税 等 76,694

そ の 他 299,958 未 払 消 費 税 等 50,500

貸 倒 引 当 金 △3,181 賞 与 引 当 金 54,503

固 定 資 産 16,871,410 役 員 賞 与 引 当 金 23,006

有 形 固 定 資 産 13,449,805 そ の 他 803,108

建 物 及 び 構 築 物 3,130,639 固 定 負 債 7,495,272

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 1,277,911 社 債 412,500

土 地 8,936,910 長 期 借 入 金 4,186,332

建 設 仮 勘 定 3,349 繰 延 税 金 負 債 314,117

そ の 他 100,993 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 217,949

無 形 固 定 資 産 89,848 製 品 保 証 引 当 金 80,000

そ の 他 89,848 長 期 預 り 保 証 金 1,030,928

投資その他の資産 3,331,756 退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,054,234

投 資 有 価 証 券 2,478,114 資 産 除 去 債 務 186,000

長 期 貸 付 金 317,400 そ の 他 13,209

繰 延 税 金 資 産 86,836 負 債 合 計 13,121,583

そ の 他 452,487 純 資 産 の 部

貸 倒 引 当 金 △3,081 株 主 資 本 7,886,222

資 本 金 1,850,500

資 本 剰 余 金 1,449,453

利 益 剰 余 金 4,633,036

自 己 株 式 △46,767

その他の包括利益累計額 328,361

その他有価証券評価差額金 330,744

退職給付に係る調整累計額 △2,382

非支配株主持分 796,651

純 資 産 合 計 9,011,235

資 産 合 計 22,132,819 負 債 及 び 純 資 産 合 計 22,132,819
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連 結 損 益 計 算 書

（平成28年７月１日から
平成29年６月30日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 13,419,418

売 上 原 価 11,473,537

売 上 総 利 益 1,945,881

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,176,759

営 業 利 益 769,122

営 業 外 収 益

受 取 利 息 7,080

受 取 配 当 金 36,647

助 成 金 収 入 9,517

受 取 保 険 金 11,273

そ の 他 26,748 91,267

営 業 外 費 用

支 払 利 息 80,215

持 分 法 に よ る 投 資 損 失 74,377

そ の 他 17,730 172,323

経 常 利 益 688,066

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 16,963

受 取 補 償 金 8,350

補 助 金 収 入 53,380

負 の の れ ん 発 生 益 47,806

そ の 他 7,256 133,757

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 4,843

固 定 資 産 除 却 損 11,398

固 定 資 産 圧 縮 損 53,380

そ の 他 5,329 74,952

税金等調整前当期純利益 746,871

法人税・住民税及び事業税 124,681

法 人 税 等 調 整 額 165,774 290,456

当 期 純 利 益 456,415

非支配株主に帰属する当期純利益 89,531

親会社株主に帰属する当期純利益 366,884
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連結株主資本等変動計算書

（平成28年７月１日から
平成29年６月30日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,850,500 1,366,072 4,361,222 △49,750 7,528,044

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △77,902 △77,902

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

366,884 366,884

連結子会社と非連結子会社との
合 併 に 伴 う 変 動 額

△17,168 △17,168

自 己 株 式 の 取 得 △768 △768

持分法の適用範囲の変動 3,752 3,752

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

83,381 83,381

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 ― 83,381 271,813 2,983 358,178

当 期 末 残 高 1,850,500 1,449,453 4,633,036 △46,767 7,886,222

　

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 129,557 23,226 152,784 823,123 8,503,952

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △77,902

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

366,884

連結子会社と非連結子会社との
合 併 に 伴 う 変 動 額

△17,168

自 己 株 式 の 取 得 △768

持分法の適用範囲の変動 3,752

非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動

83,381

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

201,187 △25,609 175,577 △26,472 149,105

当 期 変 動 額 合 計 201,187 △25,609 175,577 △26,472 507,283

当 期 末 残 高 330,744 △2,382 328,361 796,651 9,011,235
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貸 借 対 照 表
(平成29年６月30日現在)

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 1,413,643 流 動 負 債 2,769,586

現 金 及 び 預 金 191,218 買 掛 金 495,643

受 取 手 形 183,550 短 期 借 入 金 850,000

売 掛 金 962,192 １年内返済予定長期借入金 1,044,369

貯 蔵 品 11,961 未 払 金 43,641

前 払 費 用 6,219 未 払 費 用 242,823

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 3,600 未 払 法 人 税 等 41,810

未 収 入 金 3,614 前 受 金 2,447

繰 延 税 金 資 産 18,469 役 員 賞 与 引 当 金 11,340

そ の 他 32,817 預 り 金 37,512

固 定 資 産 10,120,563 固 定 負 債 2,676,539

有 形 固 定 資 産 6,802,787 長 期 借 入 金 1,836,061

建 物 1,182,001 退 職 給 付 引 当 金 750,361

構 築 物 111,822 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 75,114

機 械 及 び 装 置 481,636 預 り 保 証 金 5,468

船 舶 260 特 別 修 繕 引 当 金 6,737

車 両 運 搬 具 56,169 そ の 他 2,797

工 具 器 具 備 品 53,843 負 債 合 計 5,446,126

土 地 4,917,054 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 53,637 株 主 資 本 5,757,591

ソ フ ト ウ ェ ア 53,637 資 本 金 1,850,500

投資その他の資産 3,264,138 資 本 剰 余 金 1,367,507

投 資 有 価 証 券 1,979,182 資 本 準 備 金 1,367,468

関 係 会 社 株 式 649,637 そ の 他 資 本 剰 余 金 38

出 資 金 1,720 利 益 剰 余 金 2,570,663

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 2,273,600 利 益 準 備 金 284,406

長 期 前 払 費 用 3,308 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,286,256

繰 延 税 金 資 産 567 配 当 準 備 積 立 金 160,000

更 生 債 権 163 固定資産圧縮積立金 61,855

関係会社ゴルフ会員権 25,176 別 途 積 立 金 1,680,000

そ の 他 287,065 繰 越 利 益 剰 余 金 384,400

貸 倒 引 当 金 △1,956,281 自 己 株 式 △31,079

評価・換算差額等 330,488

その他有価証券評価差額金 330,488

純 資 産 合 計 6,088,080

資 産 合 計 11,534,206 負 債 及 び 純 資 産 合 計 11,534,206

宝印刷株式会社 2017年08月21日 18時24分 $FOLDER; 19ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 18 ―

損 益 計 算 書

（平成28年７月１日から
平成29年６月30日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 7,547,247

売 上 原 価 6,739,118

売 上 総 利 益 808,128

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 441,322

営 業 利 益 366,806

営 業 外 収 益

受 取 利 息 6,788

受 取 配 当 金 68,629

そ の 他 3,002 78,420

営 業 外 費 用

支 払 利 息 31,120

貸 倒 引 当 金 繰 入 80,400

そ の 他 15,509 127,029

経 常 利 益 318,196

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 6,072

補 助 金 収 入 53,380

投 資 有 価 証 券 売 却 益 933

株 式 交 換 差 益 243,724 304,109

特 別 損 失

固 定 資 産 圧 縮 損 53,380

固 定 資 産 除 却 損 2,339

そ の 他 4,016 59,735

税 引 前 当 期 純 利 益 562,570

法人税・住民税及び事業税 95,379

法 人 税 等 調 整 額 100,503 195,883

当 期 純 利 益 366,687
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株主資本等変動計算書

（平成28年７月１日から
平成29年６月30日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準 備 金

その他資本
剰 余 金

資本剰余金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金

退職給与
積 立 金

配当準備
積 立 金

固定資産
圧縮積立金

当 期 首 残 高 1,850,500 1,367,468 38 1,367,507 284,406 250,000 160,000 61,855

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当

退職給与積立金の取崩 △250,000

当 期 純 利 益

自己株式の取得

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △250,000 ― ―

当 期 末 残 高 1,850,500 1,367,468 38 1,367,507 284,406 ― 160,000 61,855

　

株 主 資 本 評価・換算差額等

純 資 産
合 計

利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

その他有価証券
評価差額金

評価･換算
差額等合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,680,000 △154,384 2,281,878 △30,310 5,469,575 137,474 137,474 5,607,050

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △77,902 △77,902 △77,902 △77,902

退職給与積立金の取崩 250,000 ― ― ―

当 期 純 利 益 366,687 366,687 366,687 366,687

自己株式の取得 △768 △768 △768

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

193,014 193,014 193,014

当期変動額合計 ― 538,784 288,784 △768 288,015 193,014 193,014 481,030

当 期 末 残 高 1,680,000 384,400 2,570,663 △31,079 5,757,591 330,488 330,488 6,088,080
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　連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年８月23日

伏木海陸運送株式会社

取 締 役 会 御 中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 齋藤 哲 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 沖 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、伏木海陸運送株式会社の平成28年７月１
日から平成29年６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計
算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査
の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ
れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表
明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り
の評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、伏木海陸運送株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係
る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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　会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年８月23日

伏木海陸運送株式会社

取 締 役 会 御 中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 齋藤 哲 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 沖 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、伏木海陸運送株式会社の平成28年
７月１日から平成29年６月30日までの第100期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその
附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため
の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ
の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適
正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細
書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以 上
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　監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成28年７月１日から平成29年６月30日までの第100期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき審議の結果、監査役全員の一致した意見
として、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ
いて報告を受けるほか、取締役及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し 、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境
の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事
業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の
取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告
を受けました。
② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するため
に必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する
取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい
て、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に
応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための
体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17
年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を
求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。
② 取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は
認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含め、
指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果

　 会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年８月24日

伏木海陸運送株式会社 監査役会
常任監査役(常勤) 太 田 俊 之 ㊞
社外監査役 中 村 正 治 ㊞
社外監査役 坂 本 重 一 ㊞

(注) 監査役中村正治及び監査役坂本重一は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社
外監査役であります。

以 上
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本年度のトピックス
　

◇２基目のトランスファークレーン設置
　平成28年11月、富山新港多目的国際ターミナルに当社２基目となるトランスファー
クレーンを導入いたしました。これにより、近年増加している海上コンテナの移動や
積みげなどがより迅速かつスムーズに行えるようになり、コンテナ貨物の荷さばき能
力も高まりました。これにより富山新港多目的国際ターミナル全体では、ガントリー
クレーン２基、トランスファークレーン４基体制となりました。

　

◇ソラエ高岡竣工
　平成29年２月、デュオビル跡地に完成
した高岡駅前東地区複合ビル「ソラエ高
岡」。当社もこのビルの１階商業テナン
ト区画の一部を取得しております。

◇第88回都市対抗野球
第二次予選北信越地区大会 優勝

　平成29年６月に開催された北陸信越地
区大会で５年ぶり４度目の優勝を果た
し、全国大会への出場を決めました。
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会 社 の 概 要 （平成29年６月30日現在）

　
商 号 伏木海陸運送株式会社 (Fushiki Kairiku Unso Co.,Ltd.)

設 立 昭和19年３月31日

資 本 金 18億5,050万円

発 行 済 株 式 2,615,400株 (発行可能株式総数4,800,000株)
(注) 平成29年１月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施しており
ます。

事 業 所

本社、富山新港支店、新能町倉庫、高岡貨物駅営業所、富山港事務所、金沢事務所、東京事務
所、ウラジオストク事務所、大連事務所、上海事務所

従 業 員 数 単体303名 （連結702名)

事 業 内 容

港運事業
(当社） 入出港船舶の本船積卸、コンテナターミナル運営及び沿岸作業等の海陸一貫作業、
通関業、内航海運業、海上運送事業、鉄道貨物の取扱積卸、集荷配達作業、貨物自動車に
よる港湾経由・国内流通貨物等の輸送、輸出入貨物等の保管仮置及び入出庫作業

(連結子会社・持分法適用会社） 木材荷役、船舶代理店業、曳船作業、貨物自動車による
一般貨物・石油類・セメント類・飼料他の輸送

不動産事業

(当社） 所有する土地・建物等の賃貸
(連結子会社・持分法適用会社） 不動産賃貸、駐車場経営、木造注文住宅の設計・施工

繊維製品製造事業

(連結子会社） 自動車内装生地やスポーツ衣料など編地の開発・設計・生産

その他事業

(当社） 損害保険代理店業
(連結子会社・持分法適用会社） 油脂類販売業、油槽所構内作業、石油基地防災業、旅行
業、繊維製品卸売業、ガラス加工業、防除業、貸切バス事業、ホテル経営、ゴルフ場経営

連 結 子 会 社 (11社)

伏木貨物自動車株式会社
北陸日本海油送株式会社
ＦＫＫエンジニアリング株式会社
富山太平洋物流株式会社
ＦＫＫエアーサービス株式会社
高岡鉄道産業株式会社
チューゲキ株式会社
山口株式会社
丸共シーランド株式会社
山口ニット株式会社
大洋住宅株式会社

（貨物自動車運送事業）
（石油類運送事業）
（油槽所の構内作業事業）
（貨物自動車運送事業）
（旅行事業）
（通運事業）
（不動産貸付、駐車場経営事業）
（繊維製品卸売業）
（港湾運送事業、船舶代理店事業）
（繊維製品製造事業）
（木造住宅事業）

持分法適用会社 (６社)

新光硝子工業株式会社
北陸海事株式会社
日本海産業株式会社
株式会社伏木ポートサービス
新湊観光開発株式会社
氷見観光開発株式会社

（ガラス加工事業）
（曳船事業）
（貨物運送事業）
（貸切旅客自動車運送事業）
（ホテル経営事業）
（ゴルフ場経営事業）
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株 主 メ モ

事 業 年 度 ７月１日から翌年６月30日まで

定 時 株 主 総 会 毎年９月

基 準 日 定時株主総会 ６月30日

期末配当 ６月30日

中間配当 12月31日

その他必要があるときは、あらかじめ公告して基準日を定めます。

単 元 株 式 数 100株

(注) 平成29年１月１日をもって単元株式数を1,000株から100株に変更いたし

ました。

証 券 コ ー ド 9361

上場証券取引所 東京証券取引所

株主名簿管理人及び

特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人

事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電話照 会 先） 0120-782-031（フリーダイヤル、受付時間：平日9時～17時）

（Ｕ Ｒ Ｌ） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

公 告 方 法 電子公告により行います。

(下記の当社ホームページに掲載いたします。)

http://www.fkk-toyama.co.jp

但し、やむを得ない事由により電子公告ができない場合は、日本経済新

聞に掲載いたします。

　
株式に関するお手続きについて

■住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

　株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。

　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主さまは、

　特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■未払配当金の支払いについて

　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

宝印刷株式会社 2017年08月21日 18時24分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



　

宝印刷株式会社 2017年08月21日 18時24分 $FOLDER; 28ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）


